
討することが本研究の目的である.ヒトuRATlおよびマウスURATlで保存されているcDNA配列の

部分をプライマーとして,カニクイザル腎臓からRT･PCR,3■･RACE,5'･RACEを行ってカニクイザル

UR〟rlcDNAをクローニングし,directsequencingによりDNA配列を決定した.その結果exon1

からexon9に相当するcDNA配列は95.1%保存されていたが,exonlOに相当する3-未の配列がヒト

uRATlと異なり,ヒトのexonlOのさらに下流のゲノム配列とほぼ一致するため,カニクイザルURATl

はalternativesplicingによってC末の構造が変化していることを明らかした.今後の検討課題として

カニクイザル肝でのURATl分子の局在を検討し,C末構造変化に伴うURATlの局在変化が,カニク

イザル野で尿酸を再吸収ではなく分泌している可能性について明らかにしたい.

施設4

サル赤血球から炭酸脱水酵素アイソザイムの精製

西田利穂 (麻布大 ･獣医),後藤俊二 (京都大 ･霊長研)

アカゲサルの赤血球から各種液体クロマトグラフィーを組み合わせて,炭酸脱水酵素アイソザイム

のCA･Ⅰを精製した.cA･Ⅰの分子量は29000で,等電点は7.0であった.今後はcA･ⅠⅠの楠製と大塁に

精製し,特異抗体の作製に着手する予定である.

施設5

チンパンジーの繁殖特性に地域個体群変異をもたらす安国の検討

藤田志歩 (日本学術振興会特別研究員),坪田敏男 (岐阜大 ･農)

野生チンパンジーでは,性成熟年齢や出産間隔などの繁殖パラメータにおける地域個体群変界が知

られている.生息地の環境要因は,チンパンジーの活動パターンに影響をおよほし,栄養状態を介して

生殖能力に畠をもたらすと予想されることから,本研究では,マハレ (タンザニア)とポッソウ (ギニ

ア)のチンパンジーメスにおける活動時間配分,食物構成,糞中生殖関連ホルモン濃皮を比較すること

によって,チンパンジーの生殖能力と生息地の環境要因との関係について調べた.本年度は,これまで

に採集した糞オンプルからホルモン濃度を測定し,行動データから活動時間配分と食物構成についての

分析をおこなった.その結果,マハレのメスはポッソウのメスより,卵巣機能の指標となる卵胞期エス

トロゲン濃度および費体期プロゲステロン濃度の低いことが明らかとなった.活動時間配分の比較では,

マハレのメスはより休息時間を減らし,採食時間を延長していたことから,マハレではチンパンジーの

探食効率は低いことが示唆された.これらのことから,2地域の採食条件の違いが栄発状態を介してメ

スの卵巣機能に影響をおよはしていること,そのためにメスの生殖能力の地域差が生じていることが明

らかとなった.

施設6

チンパンジーによる房付き掘り棒の製作と使用

竹元博幸 (京都大 ･霊長研 ･人規進化モデル研究センター)

中央アフリカ地域のチンパンジーは掘り棒を用いてシロアリを採食することが知られている.しか

し直接観察が難しいため,掘り樺の形状の変異やその製作方法,使用方法,道具としての分類がいまだ

はっきりしていない.2000年2月･3月に赤道ギニア,2003年2月･3月にカメルーンで,野生チンパン

ジーの房付き掘り棒の製作と使用方法についての調査を行った.また,実際に樹木を折り取る実験も行

った.これらの結果と霊草類研究所の野外施設,展示資料室に保管されている房付き掘り棒 (カメルー
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